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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】アルツハイマー型認知症(DAT)に対するドネペジル治療反応性の指標としての FDG-PET の有
用性を関心領域（ROI）法を用いて検討した。 
 
【対象】対象は DSM-IV にて DAT と診断された患者 11 例（男性 3名、女性 8名、年齢 61〜84 歳、平
均年齢 72.1 歳）である。 
 
【方法】全患者に対し FDG-PET および ADAS-Jcog.をドネペジル投与前と投与 3ヶ月後に行ない、治
療前後で前頭葉、側頭葉、側頭・頭頂連合野、頭頂葉、後頭葉と小脳半球における局所糖代謝を測定
し、その前後比と ADAS-Jcog.の合計得点を比較した。ドネペジルは最初 3mg/日で開始し、2週間後
に 5mg/日に増量した後、維持投与した。FDG-PET 画像上の左右小脳半球と左右前頭葉、側頭葉、側頭・
頭頂連合野、頭頂葉、後頭葉にそれぞれ直径 6mm の円形の関心領域を設定し、その部位における FDG
集積のカウント数を算出した。そして、左右の前頭葉、側頭葉、側頭・頭頂連合野、頭頂葉、後頭葉
の小脳半球に対するカウント比を求め、これらを平均して各部位のカウント比を算出した。FDG-PET
による治療反応性の判定はこのカウント比の治療前後比を求めて行った。臨床上の治療反応性の評価
については、ADAS-Jcog の治療前後の総得点の変化が-1 未満のものを治療反応性良好群(R 群)とし、
-1 以上のものを治療反応性不良群(NR 群)とした。 
 
【結果】11 人の患者のうち 7人が R群で、4人が NR 群であった。治療前の患者の年齢、発症年齢、
認知症の罹病期間、教育年数、HDS-R 得点と ADAS-Jcog の総得点に関しては両群間で有意差はなかっ
た。R群は NR 群と比較して前頭葉および後頭葉における有意な局所糖代謝の増加を示した。 
 
【結論】本研究結果は FDG-PET が DAT 患者のドネペジル治療反応性を評価するうえで有用である可能
性を示唆している。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
アルツハイマー型認知症に対するドネペジル治療反応性の指標としての fluorine-18- 
fluorodeoxyglucose-positron emission tomography（ FDG-PET）の有用性について、関心領域法
（regions of interest analysis:ROI）を用いて検討した。 
対象は、Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders, 4th Edition, Text Revisio
（DSM-Ⅳ-TR）の診断基準により Dementia of Alzheimers’Type(DAT)と診断された右利き患者 11 例
（男性 3名、女性 8名、年齢 61〜84 歳、平均年齢 72.1 歳）である。 
全患者に対して FDG-PET、Alzheimer’s  disease assessment scale cognitive subscale 
(ADAS-Jcog)および Revised Hasegawa dementia Scale(HDS-R)をドネペジル投与前と投与 3ヶ月後に
施行した。ドネペジルの投与は最初 3mg/日で開始し、2週間後に 5mg/日に増量した後維持投与とし
た。そして FDG-PET 画像上の左右小脳半球と左右前頭葉、側頭葉、側頭・頭頂連合野、頭頂葉、後頭
葉にそれぞれ直径 6mm の円形の関心領域を設定し、その部位における FDG 集積のカウント数を算出し
た。そして、左右の前頭葉、側頭葉、側頭・頭頂連合野、頭頂葉、後頭葉の小脳半球に対するカウン
ト比を求め、これらを平均して各部位のカウント比を算出した。FDG-PET による治療反応性の判定は、
このカウント比の治療前後比を求めて行った。臨床上の治療反応性の評価については、ADAS-Jcog の
治療前後の総得点の変化が-1 未満のものを治療反応性不良群(NR 群)とし、-1 以上のものを治療反応
性良好群(R 群)とした。 
患者 11 人のうち 7人が R群で、4人が NR 群であった。治療前の患者の年齢、発症年齢、認知症の
罹病期間、教育年数、HDS-R 総得点と ADAS-Jcog の総得点に関して両群間で有意差を認めなかった。
しかし治療後、R群は前頭葉および後頭葉において NR 群と比較して有意に局所糖代謝の増加を示し
た。 
これらの結果により、FDG-PET による関心領域法が DAT 患者のドネペジル治療反応性を評価するう
えで有用である可能性を示唆した。 
以上の研究は、アルツハイマー型認知症患者に対する薬物療法の反応性について、神経画像的指標
として用いられる可能性を示したもので、今後この領域において寄与する点は少なくないものと考え
た。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
